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専門家の知見は
防災力向上に不可欠

鳥取県
危機管理局長に聞く　　

鳥取県防災顧問とは

お話を伺った人

成
平
　

28
年
10
月
21

西田  良 平

理学博士。1969年より鳥取県とその周辺
の地震調査研究、地域防災に取り組む。
2000年の鳥取県西部地震の際は鳥取県
災害対策本部に入り、知見を生かして的
確な指導助言を行った。これをきっかけ
に「鳥取県防災顧問」制度を提案、地震
対策分野の顧問を務める。2008年、鳥取
大学名誉教授授与。2016年「平成28年
防災功労者内閣総理大臣表彰」受賞。

安田  達昭

鳥取県危機管理局

局長

鳥取大学名誉教授

山陰の地震の
ホームドクター！

香川  敬生

博士（理学）。財団法人地域地盤環
境研究所主席研究員を経て、2008年
鳥取大学大学院工学研究科教授。
JICA短期派遣専門家としてメキシコ、
トルコでの地震観測・指導に関わった
経歴も持つ。2016年、工学部附属地域
安全工学センター長に就任。子どもたちの
防災教育にも熱心で、要望を受けて地域の
小学校に出かけている。

大学院工学研究科社会基盤工学専攻 教授

工学部附属
地域安全工学センター長

!

？

　災害や危機は予期せぬときに発生

し、その態様は様々です。ゆえに防災

対策・危機管理には専門家の知見が

必要です。そこで鳥取県では、平成17年

より「鳥取県防災顧問」制度を設け、

鳥取大学を中心とした専門家の指導

助言を仰げる体制を整えています。

　鳥取県中部地震の際には地震対策の

防災顧問である西田名誉教授が、発生

から約1時間後に開催した鳥取県災害

対策本部会議に来てくださいました。

地震発生のメカニズム、予想される

今後の余震等について助言いただき、

その専門的知見は大きな指針となりま

した。また3日後には、もう一人の地震

の顧問であり当日夕方から現地調査に

入っていた香川教授が、今回の揺れの

特徴、建物倒壊の危険性、被害状況を

説明してくださいました。

　鳥取大学との連携は災害発生時だけ

でなく、研究成果を被害想定や震災

対策アクションプランに反映したり、

地域住民の勉強会や活動のアドバイ

ザーとしてご協力いただくなどしていま

す。頼りがいを感じており、これからも

より一層連携を深めていき

たいと考えています。

　県内に災害が発生した場合に、行政が

迅速かつ的確な防災対策を実施するために、

鳥取県からの要請に応じて専門的な立場

から指導・助言を行う専門家集団。地震

のみならず、津波・土砂災害・災害時医療・

感染症等9分野にわたり12名が任命されて

おり、内11名が鳥取大学教員である。災害

発生時だけでなく、防災に関する施策の企画

立案、県民啓発活動にも協力する。
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潮
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地表断層から地震の特徴を読み解く
　私は、「地震動と地表断層の関係」について研究しています。地表断層とは、地震の源である地下
深部の断層のずれが、地表面にまで達することでできる地表面の亀裂のことで、昨年の熊本地震
でも話題になりました。地表断層の出現の有無により、地震の揺れの特徴が異なることが
過去の地震から知られており、その現象の解明は大きな課題です。地震動と地表断層の
関係性を詳細に把握することができれば、地震動シミュレーションの高精度化につな
がると考えています。シミュレーション結果は、被害想定や建物の耐震設計等、幅広く
用いられるため、高精度化を図ることは有意義です。地震大国である日本において、
安全かつ住みやすい社会の実現を目指し、日々研究に取り組んでいます。

研究紹介

野口 竜也
大学院工学研究科
社会基盤工学専攻 助教 

平成2
8年熊

本地震
の現地

調査

平成2
8年熊

本地震
の現地

調査
吉田 昌平
大学院工学研究科（博士後期課程）
社会基盤工学専攻

小学校での防災教育の様子

地域安全
工学センター
の取り組み

学
工
盤
基
会
社　

、

全
・
心
安

授
教

。

地域安全工学センターはこんなところ

戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)
インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

安全・安心社会

安全・防災部門

安全・防災 ／
 事業継続計画(BCP)

協力 鳥取県危機管理局 etc..協力

持続的社会

社会システム部門

持続的社会 ／ 公共システム
協力 鳥取県内外の市町村 etc...協力

情報化社会

情報システム部門

地域安全 ／ 生活安全

バス会社・民間企業 etc..協力

「多層的な診断による地方自治体のインフラ維持管理システムの開発」

戦略的
イノベーション
創造プログラム

戦略的
イノベーション
創造プログラム

安全・防災部

門
 

安全・防災部

門
 

情報シ
ステ

ム
部
門

情報シ
ステ

ム
部
門

社
会
シ
ス
テ
ム
部

門   

社
会
シ
ス
テ
ム
部

門   

安全・防災部門

活退
衰
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地方の就職者数の増加に向けて医療福祉に役立つ工学技術の研究開発

谷本 圭志
大学院工学研究科
社会基盤工学専攻 教授 

研究に
用いる

データ
の整理

中

研究に
用いる

データ
の整理

中

研究紹介

　現在、地方の大学生が就職の際に都市部へ流出することが大きな問題となっています。そこ
で私は、地方の就職者数の増加に向けた施策の方向性を明らかにする研究を行なっています。
具体的には、国勢調査のデータを用いて大学生の就職の実態を把握し、どのような要因が
就職先の選択に影響を及ぼしているのかを統計的に分析しました。その結果、給与面、正規
雇用といった待遇面の良さはもちろんのこと、多様性に寛容であり、また、創造的で革新
的な地域ほど就職者が多いことが分かりました。私は、公務員への就職を考えており、
この研究で培った知識を生かして地域のために活躍したいと考えています。

山口 博哉
大学院工学研究科（博士前期課程）
社会基盤工学専攻

鳥取県江府町にて移動販売車に同乗しながら利用者の実態を調査

研究紹介

　専門は障害者支援で、パソコンやインターネットを利用した「支援者」の支援について研究して
います。今春、本学大学院医学系研究科の臨床心理学専攻の修士課程を修了したのですが、私の
興味関心や研究の方向性が一つの学問で収まらないと感じ、同大学院工学研究科の情報
エレクトロニクス専攻の博士後期課程に進学することにしました。福祉現場では人員不足が
叫ばれており、その解決の糸口はいまだ見つかっておりません。しかし、職員をサポートする
センシング技術や人工知能等の「テクノロジー」を開発・研究し続けることで、支援者だけ
でなく、障害を持つ当事者の方々の環境もより良くなっていくだろうと思います。
私も医学に役立つ工学技術の研究開発に携わっていきたいと考えています。

菅原 一孔
大学院工学研究科

 教授

中谷  啓太
大学院工学研究科(博士後期課程)

位置推
定シス

テム受
信機の

調整作
業中

位置推
定シス

テム受
信機の

調整作
業中
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地

鳥取大学前駅に設置してあるタッチパネル式のバスネット

情報システム部門
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ヒ
ト
の
病
気
の
ほ
と
ん
ど
は
、

動
物
に
も
あ
る

　

平
成
26
年
に
刊
行
さ
れ
た
バ
ー
バ
ラ
・
ホ
ロ

ビ
ッ
ツ（
米
国
の
心
臓
専
門
医
師
）の『
人
間
と

動
物
の
病
気
を
一
緒
に
み
る
』（
共
著
）と
い
う

本
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、ヒ
ト

に
あ
る
病
気
の
ほ
と
ん
ど
は
動
物
に
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ヒ
ト
の
死
因
の
1
位
に
な
っ
て

い
る
が
ん（
癌
）に
つ
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

動
物
に
も
あ
り
ま
す
。

　

米
国
で
は
平
成
13
年
か
ら（
ヒ
ト
の
）新
規

抗
が
ん
剤
の
開
発
に
自
然
発
症
の
動
物
を
使
用

し
て
効
果
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ウ
ス

や
ラ
ッ
ト
に
移
植
し
た
が
ん
を
用
い
た
抗
が
ん

剤
の
開
発
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
が

認
知
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
検
証
の
流

れ
と
し
て
最
初
は
マ
ウ
ス
、
ラ
ッ
ト
の
よ
う
な
実

験
動
物
で
安
全
性
、
有
効
性
を
確
認
し
、
次
に

自
然
発
症
の
動
物
で
そ
の
効
果
を
検
証
。
自
然

発
症
の
動
物
で
効
果
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、ヒ

ト
へ
の
臨
床
治
験
に
進
み
ま
す
。
そ
の
上
で
有

効
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
そ
の
創
薬

開
発
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
大
手
製
薬
企
業
で
は
ペ
ッ
ト（
小
動

物
）向
け
の
薬
剤
開
発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
市
場
規
模
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、ヒ
ト
へ
の
創

薬
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
な
傾
向
で
、
と
く
に
小

動
物
分
野
で
は
、
工
学
技
術
も
含
め
て
基
礎
医

学
と
臨
床
医
学
の〝
橋
渡
し
的
な
役
割
〞を
獣

医
学
が
担
う
方
向
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
創
薬
の
研
究
へ

　

私
自
身
は
獣
医
外
科
学
が
専
門
で
す
が
、
特

に
が
ん
治
療
や
創
傷
治
療
な
ど
を
研
究
分
野
と

し
て
い
ま
す
。
が
ん
治
療
で
は「
免
疫
療
法
」や

「
光
線
力
学
療
法（
P
D
T
）」、
創
傷
治
療
で
は

キ
チ
ン
・
キ
ト
サ
ン（
鳥
取
県
特
産
の
カ
ニ
の
殻

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
）を
用

い
た
創
傷
治
癒
促
進
効
果
の
解
明
、オ
ゾ
ン
と
マ

イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
を
利
用
し
た「
オ
ゾ
ン
療
法
」と

い
っ
た
先
端
的
な
治
療
法
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
大
学
が
研
究
を
推
進
し
て
い
る

医
・
農
・
工（
学
）連
携
分
野（
医
療
機
器
開
発
、

染
色
体
工
学
、
核
酸
医
薬
）な
ど
に
お
い
て
、

マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
な
ど
の
実
験
動
物
を
用
い
て

薬
品
等
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
検
証

を
進
め
て
い
く
と
、ペ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
ヒ
ト
へ
の

効
果
が
見
込
ま
れ
れ
ば
、
そ
の
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
最
近
で
は
医
学
の
先

生
方
か
ら
獣
医
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
医
学
と
獣
医
学
の
共
同
研

究
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
で
創
薬
に
関
し
て
例
を
挙
げ
る

と
、
ひ
と
つ
に
は「
フ
コ
イ
ダ
ン
」（
海
藻
類
に
含

ま
れ
る
食
物
繊
維
）の
活
用
研
究
が
あ
り
ま
す
。

地
元
・
鳥
取
の
海
産
物
企
業
と
連
携
し
、フ
コ

イ
ダ
ン
に
あ
る
機
能
性
分
析
を
10
年
ほ
ど
前
か

ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
コ
イ
ダ
ン
が
有
す
る「
抗

が
ん
作
用
」や「
軟
骨
再
生
促
進
作
用
」に
つ
い

て
、マ
ウ
ス
を
用
い
た
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
が
ん
の
進
行
を
鈍
化
さ
せ
る
な

ど
、
実
際
に
抗
が
ん
作
用
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
効
用
が
あ
る
の
か
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
次
第
に
判
明
し
て
き
ま
し
た
。

フ
コ
イ
ダ
ン
に
は
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
作
用

（
便
秘
解
消
な
ど
）が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
腸
内
環
境
は
体
全
体
の
健
康
に
深
く
か
か

わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
作
用
が
、
抗
が
ん

作
用
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
機
能
に
波
及
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
、
腸
内
細
菌
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
か
を
、
さ

ら
に
調
査
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
フ
コ
イ
ダ
ン

の
機
能
性
を
活
か
し
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
開
発

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
フ
コ
イ
ダ
ン

を
添
加
し
た
新
し
い
機
能
性
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
ヒ

ト
の
医
薬
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
産
学
連
携
の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学

が
あ
る
地
元
の
優
れ
た
自
然
資
源
を
生
か
し
、

地
域
の
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
双
方
が
も
つ

シ
ー
ズ
を
合
わ
せ
て〝
鳥
取
発
〞の
製
品
開
発
等

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

無
獣
医
地
域
へ
の
獣
医
療
体
制
の

整
備
に
向
け
て
の
研
究

　

情
報
通
信
手
段
が
発
展
し
て
い
る
な
か
で
、

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
さ
ん
は
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
な

ど
で
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
で
地
方
の
獣
医
師
さ
ん
は
個
人
で
開
業
さ

れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
学
会
や
研
修
等

に
参
加
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に〝
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
〞が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
の
過
疎
地
と
同
じ
よ

う
に
、
小
動
物
な
ど
で
も
過
疎
地
医
療
の
問
題

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、〝
無
獣
医

地
域
〞の
離
島
な
ど
に
対
し
て
、
I
C
T（
情
報

通
信
技
術
）を
用
い
た
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
の
あ

り
方
を
探
っ
て
い
ま
す
。
無
獣
医
地
域
で
あ
る

島
根
県
・
隠
岐
の
島
の
実
情
を
例
に
、工
学
部
・

先
端
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
員
、
民
間
企
業

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
遠
隔
地
に
お
け
る
獣
医

療
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
現
在
研
究
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
に
は
、ペ
ッ
ト
を
含
め
て
犬
、
猫
が
合
わ

せ
て
２
千
万
頭
も
い
る
と
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ

が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の〝
高
齢
化
社
会
〞を
迎

え
て
い
ま
す
。
小
動
物
か
ら
私
た
ち
が
学
ぶ
こ

と
は
と
て
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

動
物
と
人
間（
ヒ
ト
）と
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
か
わ
り
合
い
の
中
で
、ヒ
ト
の
医
学
や
工
学
技
術
の
進
歩
と

と
も
に
獣
医
学
も
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
が
立
ち
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
は
、
創
薬
を
は
じ
め
医
療
機
器

の
開
発
、
地
域
の
獣
医
療
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
動
物
だ
け
で
な
く
ヒ
ト
に
も

つ
な
が
る
獣
医
学
の
将
来
に
向
け
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

動
物
と
人
と
の

密
接
な
関
係
を
、

医
・
工
・
農
学
、
そ
し
て

産
学
連
携
の
中
で
考
え
る

社
会

 

貢
献

岡本  芳 晴 教授

お か も と  よ し は る

農学部共同獣医学科臨床獣医学講座

北海道大学獣医学部獣医学科卒業
同大大学院獣医学研究科予防治療
学専攻博士後期課程中途退学
鳥取大学農学部 助手
同大農学部 助教授
同大農学部 教授

1983年
1987年

1987年
1998年
2003年

詩吟／家庭菜園／ワイン／読書／海趣味

獣医外科学（小動物外科専門医）／
腫瘍学

専門

略歴

フコイダンの原料となるおきもずく

先端がん治療前の動物
（鼻腔内腫瘍）の顔

治療風景治療後3カ月経過した動物の顔 白内障手術風景

フコイダンはもずくや昆布、わかめといった 
海藻類のヌメリ成分の中に含まれる食物繊維。

■光を用いた最先端がん治療
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フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
糖
尿
病
の

有
病
率
は
年
々
増
加
し
て
い
る

　

糖
尿
病
と
は
血
糖
値
が
上
が
る
疾
患
で
、
放

置
す
る
と
腎
臓
や
目
、
神
経
な
ど
全
身
に
影
響

が
出
て
き
ま
す
。
フィ
リ
ピ
ン
は
世
界
で
も
糖
尿

病
患
者
の
割
合
が
多
い
国
の
ひ
と
つ
で
す
。
糖
尿

病
は
贅
沢
な
食
事
を
し
て
い
る
人
に
多
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
都
市
部
の
低
所
得
者
層
に

も
多
く
見
ら
れ
、フィ
リ
ピ
ン
で
は
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
す
。
背
景
と
し
て
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
欧

米
化
と
と
も
に
高
脂
・
高
糖
、
高
カ
ロ
リ
ー
の
飲

食
物
が
安
価
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
低
所
得
者
層
の
人
々

が
糖
尿
病
に
罹
患
す
る
と
治
療
の
た
め
に
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
、
重
い
合
併
症
を
発
症
し
て

も
、
貧
困
や
医
療
設
備
の
不
備
の
た
め
十
分
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
み
え
て
き
た

対
象
地
区
の
課
題

　

対
象
地
区
は
首
都
圏
で
は
最
も
所
得
の
低
い

地
域
で
、
糖
尿
病
死
亡
率
は
フィ
リ
ピ
ン
全
土
の

な
か
で
も
高
い
地
域
で
す
。
人
口
は
7
万
人
弱
、

雇
用
面
で
は
運
転
手
、
露
天
商
な
ど
が
多
く
、

人
々
の
賃
金
は
低
く
不
安
定
で
す
。
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
や
露
天
商
が
あ
ふ
れ
、
道
路
事
情

に
よ
り
運
動
に
適
さ
な
い
環
境
、
足
に
傷
が
生

じ
や
す
い
サ
ン
ダ
ル
履
き
な
ど
、
糖
尿
病
の
発
症

や
悪
化
に
つ
な
が
る
生
活
環
境
が
目
に
つ
き
ま

す（
写
真
1
）。

　

対
象
地
区
で
は
、
糖
尿
病
患
者
会
が
組
織
さ

れ
、
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
患
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
血
圧
、
血
糖
測
定
を
行
う
な
ど
、
仲
間
同

士
の
助
け
合
い（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
）が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た（
写
真
2
）。
医
療
者
不
足
を
補
う

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
地
区
の
強
み
で
す
が
、
患
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
識
不
足
や
困
難
感
、
健
診

項
目
の
不
足
、
血
糖
測
定
方
法
や
運
動
内
容
な

ど
の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、我
々

は
糖
尿
病
患
者
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
標
に
掲
げ
、
定
期
的
な
健
診
事
業
と

ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
活
動
の
中
心
と
し
ま
し
た
。

定
期
的
な
健
診
事
業
で

患
者
の
意
識
化
と
行
動
化
を
図
る

　

第
1
回
健
診
事
業
に
は
1
4
5
名
の
糖
尿

病
患
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
1
‐
2 

カ
月
の
血
糖
値
の
平
均
を
反
映
す
る
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
A
1 
ｃ（H

bA
1c

）と
生
活
の
質（Q

uality 
of life

：
Q
O
L
）を
主
要
評
価
項
目
と
し
、
そ

の
他
、
合
併
症
な
ど
の
糖
尿
病
関
連
指
標
や
負

担
感
、
糖
尿
病
に
関
す
る
知
識
、
管
理
へ
の
自

信
、
自
己
管
理
行
動
な
ど
を
測
定
し
ま
し
た

（
写
真
3
・
4
）。
患
者
の
8
割
以
上
が
高
血
圧

症
を
有
し
、
中
性
脂
肪
や
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
低
値
を
示
す
者
の
割
合
が
高
く
低
栄
養
状

態
の
者
が
多
い
こ
と
も
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

H
bA
1c

は
高
値（
7.0
以
上
）を
示
し（
図
1
）、

8
割
が
神
経
障
害
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
を
持
つ
者
、
運
動
習
慣
の
な
い
者
、
自

己
管
理
へ
の
自
信
の
な
い
者
は
、
そ
う
で
な
い
者

と
比
較
し
てH

bA
1c

が
有
意
に
高
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り（
図
2
）、
自
信
や
自
己
管
理
行
動

が
Q
O
L
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
貧
困
で
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

は
自
身
の
食
生
活
を
調
整
す
る
こ
と
の
困
難
さ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、

患
者
の
認
識
や
生
活
状
況
に
応
じ
た
血
糖
管

理
・
合
併
症
予
防
に
関
す
る
対
策
を
講
じ
る
必

要
性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か

ら「
デ
ー
タ
の
意
味
は
？
」「
何
に
気
を
つ
け
た

ら
良
い
の
？
」な
ど
の
言
動
が
み
ら
れ
、
健
診
を

通
し
て
健
康
へ
の
関
心
や
糖
尿
病
に
関
す
る
意

識
が
高
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

や
患
者
支
援
に
役
立
つ
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
ス
キ
ル
、

血
糖
測
定
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
糖
尿
病
管
理
の
た

め
の
知
識
や
自
信
、
行
動
改
善
を
目
指
す
た
め

に
、
糖
尿
病
の
病
態
、
運
動
・
食
事
療
法
、口
腔

ケ
ア
な
ど
を
学
び
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
他
者

か
ら
学
ぶ
、
楽
し
さ
や
達
成
感
を
感
じ
る
よ
う

な
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
交
え
た
講
義
、
自
ら
選
択

す
る
食
事
会
な
ど
、
参
加
者
体
験
型
の
要
素
を

取
り
入
れ
ま
す
。
事
業
の
効
果
は
、
定
期
的
な

健
診
と
面
接
を
通
し
て
長
期
的
に
評
価
し
ま
す
。

　

患
者
支
援
は
、
異
な
る
考
え
や
生
活
を
も
つ

人
々
と
共
感
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
人
々
の
考
え
や
生
活
は
ス
ペ
イ
ン
や
ア
メ

リ
カ
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

事
業
を
通
じ
て
、
我
々
と
は
価
値
観
の
異
な
る

フィ
リ
ピ
ン
の
人
々
に
共
感
さ
れ
る
患
者
支
援

を
目
指
し
ま
す
。
異
文
化
社
会
で
実
現
可
能
な

方
法
は
、
日
本
で
の
活
動
に
広
く
応
用
で
き
そ

う
で
す
。
糖
尿
病
患
者
全
体
の
生
活
の
質
向
上

に
貢
献
し
つ
つ
、
患
者
会
支
援
と
い
う
日
本
の

近
未
来
に
必
須
な
医
療
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

話
題
の

 

研
究

フィ
リ
ピ
ン
で
糖
尿
病
患
者
の

自
己
管
理
を
支
え
、

『
生
活
の
質
』向
上
を
目
指
す

谷村  千 華 准教授

た に む ら  ち か

医学部保健学科成人・老人看護学講座

兵庫県立看護大学看護学部看護学
科卒業
鳥取大学医学部附属病院 看護師
同大医学部保健学科 助教
同大大学院医学系研究科保健学専
攻博士後期課程修了（保健学）
同大医学部保健学科 准教授

1997年

1997年
2007年
2011年

2013年
成人看護学／慢性看護学／看護教育専門

略歴

乾
燥
地
や
開
発
途
上
国
等
に
関
す
る
研
究
・
教
育
を
展
開
す
る
国
際
乾

燥
地
研
究
教
育
機
構
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
我
々
の
チ
ー
ム
は

看
護
職
、
医
師
、
歯
科
医
、
理
学
療
法
士
、
国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）

か
ら
の
出
向
職
員
で
構
成
し
、
多
職
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
す

る
こ
と
で
糖
尿
病
患
者
の
生
活
の
質
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子どもなし

子どもあり

運動習慣なし

運動習慣あり

管理自信なし

管理自信あり

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0
〔HbA1c  ％〕

7.2

8.2

7.9

8.5

6.0未満
19%

30%

31%

20%

8.0以上

6.0以上
7.0未満7.0以上

8.0未満
7.3

7.37.3

図2　生活状況、認識の相違によるHbA1cの比較（数値は低い方が血糖コントロールが良い）

図1　HbA1cのレベル
※参加者の半数以上が高値
（フィリピンでは7.0以上）
を示した

写真3・4　健診事業の風景 写真2　患者会ボランティアによる運動指導

写真1　対象地区の風景
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大
学
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

実
行
委
員
は
そ
ん
な
人
に
ピ
ッ
タ
リ
！

▼
芝
原　

錦
祭
実
行
委
員
会
は
、
４
年
生
ま
で
の

全
員
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
局
、
体
育
祭
局
、
医
学
展
示
局
、
講
演
会
局
、

会
計
局
な
ど
11
の
局
が
あ
っ
て
、
必
ず
ど
こ
か
の

局
に
入
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
私
は
１
年
の
と
き

か
ら
前
・
後
夜
祭
な
ん
か
の
企
画
や
司
会
を
や

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
自
然
と
幹
部
に
な

る
流
れ
が
あ
っ
て
実
行
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。

▼
山
本　

そ
れ
で
芝
原
さ
ん
が「
一
緒
に
や
ら
な

い
？
」と
私
を
誘
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

▼
冨
樫　

僕
も
友
達
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
ね
。
風
紋
祭
実
行
委
員
会
は
サ
ー
ク
ル
活

動
の
ひ
と
つ
で
、
友
達
と
一
緒
に
見
学
に
行
っ
た

ら
結
構
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
。

▼
高
原　

確
か
に
雰
囲
気
が
い
い
よ
ね
。
僕
は
、

中
学
・
高
校
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
な
ん
て

し
た
こ
と
が
な
く
て
、
大
学
で
は
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
入
り
ま
し
た
。

▼
芝
原　

委
員
長
は
何
年
生
が
や
る
っ
て
決
ま
っ

て
い
る
ん
で
す
か
。

▼
冨
樫　

２
年
生
で
す
。１
・
２
年
生
が
メ
イ
ン
で
、

３
年
生
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
。
全
員
で
約
50
人
。

大
学
会
館
の
１
室
を
借
り
て
活
動
し
て
い
て
、

ス
テ
ー
ジ
部
署
、
模
擬
店
部
署
、
広
報
部
署
の

３
部
署
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
芝
原　

錦
祭
は
、
正
・
副
委
員
長
５
人
と
各
局
長

13
人
が
幹
部
で
、
４
年
生
が
や
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
あ
と
、
局
員
が
約
６
７
０
人
い
ま
す
。

▼
山
本　

風
紋
祭
の
ほ
う
が
規
模
が
大
き
い
の
に
、

50
人
で
回
し
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
。
一
人
一

人
が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
大
変
じ
ゃ
な
い
？

▼
高
原　

こ
れ
で
も
人
数
が
増
え
た
ほ
う
な
ん
で

す
よ
。
２
〜
３
年
前
は
20
人
ほ
ど
で
運
営
し
て

い
た
の
で
、
今
は
ま
だ
随
分
楽
。

▼
芝
原
＆
山
本　

え
え
ー
っ
!?

▼
高
原　

少
し
余
裕
が
で
き
た
の
で
、
今
ま
で
と

違
う
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

企
画
を
一
か
ら
つ
く
り
上
げ
て
い
く

苦
労
の
中
に
成
長
と
達
成
感
が
あ
る

▼
冨
樫　

み
ん
な
で
何
か
ひ
と
つ
の
も
の
を
つ
く

る
の
は
充
実
感
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

▼
高
原　

僕
が
１
年
生
の
と
き
新
し
く「
お
化
け

屋
敷
」の
企
画
に
挑
戦
し
た
ん
だ
け
ど
、
周
り

か
ら
は「
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
」と
思
わ
れ

て
い
て
。
で
も
、
メ
ッ
チ
ャ
頑
張
っ
て
準
備
し
た

お
か
げ
で
、
当
日
は
行
列
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の

大
人
気
企
画
に
な
り
ま
し
た
。
苦
労
し
た
分
、

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
で
す
。

▼
芝
原　

大
学
祭
の
準
備
を
こ
ん
な
に
早
く
か
ら

や
っ
て
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
し
、
や
る
べ

き
こ
と
が
多
く
て
大
変
で
す
よ
ね
。
で
も
、
自

分
た
ち
の
手
で
一
か
ら
つ
く
っ
て
い
け
る
の
は

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

▼
山
本　

確
か
に
。
思
い
を
形
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
、
完
成
が
す
ご
く
楽
し
み
！

▼
冨
樫　

た
だ
、
み
ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
た
り
、

情
報
を
共
有
す
る
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

部
署
ご
と
に
話
し
合
っ
た
内
容
を
メ
モ
に
ま
と

め
て
も
ら
い
、
そ
の
内
容
を
共
有
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
ん
で
す
が
、
高
原
さ
ん
が
委
員
長
の
と
き

は
ど
う
で
し
た
か
。

▼
高
原　

僕
の
代
も
、議
論
し
た
内
容
を
責
任
者
に

報
告
し
て
も
ら
っ
て
た
よ
。
予
定
は
詰
ま
っ
て
い

る
し
、最
終
的
に
は
実
行
委
員
長
が
全
体
を
ま
と

め
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、そ
こ
は
大
事
だ
よ
ね
。

▼
芝
原　

錦
祭
で
も
各
局
長
か
ら
次
々
と
要
望
が

上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
け
ど
、
全
部
実
現
す
る
の

は
到
底
無
理
。
書
類
提
出
も
必
ず
遅
れ
る
人
が

あ
る
し
、
連
絡
を
取
っ
て
調
整
し
た
り
ま
と
め
た

り
す
る
の
は
本
当
に
大
変
で
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

今
年
の
大
学
祭
も
ハ
ジ
ケ
テ
ル
！

▼
冨
樫　

錦
祭
は
、
今
年
は
ど
ん
な
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

▼
芝
原　

実
は
今
年
錦
祭
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
に
掛
け
て「
g
o
」と
い
う
テ
ー
マ
を
決
め

ま
し
た
。
記
念
行
事
を
盛
り
込
め
る
か
ど
う
か

は
ま
だ
検
討
中
だ
け
ど
、
模
擬
店
、
講
演
会
、
お

笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

▼
山
本　

学
生
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
写
真
を
集

め
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
絵
に
し
て
い
く「
フ
ォ
ト

ア
ー
ト
」と
い
う
企
画
も
あ
り
ま
す
。

▼
芝
原　

医
学
部
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。
医
学
展
示
で
は
病
気
の
予
防
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
予
定
。「
ぬ
い
ぐ
る
み
病
院
」は
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
患
者
さ
ん
に
見
立
て
て
子
ど
も

た
ち
に
診
療
の
体
験
し
て
も
ら
う
ん
で
す
よ
。

風
紋
祭
は
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
ま
す
か
？

▼
高
原　

風
紋
祭
は
模
擬
店
が
90
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、

全
国
の
大
学
祭
の
中
で
も
出
店
数
が
か
な
り
多

い
ほ
う
。
そ
れ
は
風
紋
祭
の
伝
統
で
あ
り
、
大

き
な
見
ど
こ
ろ
で
す
。

▼
冨
樫　

去
年
好
評
だ
っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

今
年
も
や
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
全
部
集
め
る

と
ス
ピ
ー
ド
く
じ
が
で
き
る
ん
で
す
。
１
等
は

な
ん
と
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
！

▼
山
本　

わ
ぁ
、
豪
華
で
す
ね
！

▼
高
原　
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
も
盛
り
上

が
り
ま
す
ね
。
鳥
大
生
全
員
の
目
が
い
く
の
で
。

▼
芝
原　

以
前
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
ら
、
医

学
部
か
ら
も
ミ
ス
コ
ン
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

出
て
い
い
ん
で
す
ね
。

▼
高
原　
全
然
大
丈
夫
で
す
。む
し
ろ
ウ
エ
ル
カ
ム
。

▼
一
同　
（
笑
）。

地
域
に
開
か
れ
た
大
学
祭
で
あ
り
た
い

決
意
表
明
と
お
互
い
へ
の
エ
ー
ル

▼
高
原　

僕
は
今
年
の
風
紋
祭
の
と
き
に
留
学
中

な
の
で
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
け
ど
、
来
場
さ
れ

る
方
に
は
模
擬
店
を
中
心
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

▼
冨
樫　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
風
紋
祭
に
な
る
よ
う
、

高
原
さ
ん
の
分
も
頑
張
り
ま
す
！

▼
山
本　

私
た
ち
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
、
み
ん

な
の
意
見
を
反
映
し
た
錦
祭
に
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
ろ
う
。

▼
芝
原　

そ
う
だ
ね
。
地
域
の
方
に
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
も
ら
っ
て
、「
面
白
か
っ
た
」「
こ
れ
か

ら
も
続
い
た
ら
い
い
な
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
。
風
紋
祭
の
と
き
に
は
錦
祭
の
チ

ラ
シ
を
配
り
に
行
く
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
高
原
＆
冨
樫　

お
待
ち
し
て
ま
す
！

ひ
と
つ
の
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
の
っ
て
楽
し
い
！

鳥 大 学 生 対 談
Student’s

Voice
大学祭実行委員編

農学部
生物資源環境学科3年

高原 慶貴さん

た か は ら  よ し き

第52回実行委員長

留学に向けてスペイン語勉強中！

大阪府吹田市出身

医学部
医学科3年

山本 里紗さん

や ま も と  り さ

第50回副実行委員長

洋画・洋楽
が

好きです♪

兵庫県尼崎市出身

農学部
生物資源環境学科2年

冨樫 佳祐さん

と が し  け い す け

第53回実行委員長

静岡県浜松市出身

疲れたときは

芝生の上で休憩
！

医学部
医学科4年

芝原　萌さん

し ば は ら  め ぐ み

第50回実行委員長

大阪府豊中市出身

サッカー部のマネージャーです♪

錦 
祭
米子

風
紋
祭
鳥取

第50回 錦祭
2017/10/27 金 〜29 日

今年の
テーマは『go』

第53回 風紋祭
2017/10/7 土 〜9 月

今年の
テーマは『多彩・喝采・風紋祭』

昨年の錦祭での
フォトアートの様子（上）と
今年の会議の様子（右）

昨年の風紋祭の様子
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私
の
専
門
は
日
本
民
俗
学
の
流
れ
を
汲
む

生
活
論
で
す
。
生
活
論
と
は
、
人
々
の
平
凡

な
毎
日
や
何
気
な
い
日
常
の
風
景
に「
庶
民

の
生
活
知
」を
感
じ
と
り
、そ
こ
か
ら
人
生
や

社
会
の
あ
り
よ
う
を
学
ぶ
学
問
で
す
。
例
え

ば
、
私
の
日
課
と
な
っ
た
温
泉
通
い
そ
の
も
の

が
研
究（
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）に
な
り
ま
す
。

鳥
取
に
は「
な
に
も
な
い
」と
言
い
ま
す
が
、

そ
れ
こ
そ
が
時
代
の
最
先
端
の
よ
う
で
す
。

　
「
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
、カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
」と
、

温
泉
帰
り
に
下
駄
の
音
を
奏
で
な
が
ら
ネ
オ

ン
が
灯
ら
な
い
多
く
の
雑
居
ビ
ル
を
眺
め
て
い

る
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
や
文
化
か
ら
の「
遠

さ
」と
は
こ
れ
か
と
実
感
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

一
方
で
、ネ
ッ
ト
や
飛
行
機
な
ど
を
使
い
こ
な

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
や
文
化
と
の「
近
さ
」

を
保
ち
な
が
ら
、
鳥
取
の「
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
」を
満
喫
す
る
I
・
U
タ
ー
ン
の
若
者
に

多
く
出
会
い
ま
す
。
彼
ら
の
振
舞
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
と
の「
近
さ
」は
私
た
ち
に
安
心
を
与
え

て
く
れ
る
け
れ
ど
、
束
縛
し
自
由
を
奪
う
の

だ
、と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
う
な
の
で
す
、
彼
ら
は
酸
い
も
甘
い
も
噛
み

分
け
た
う
え
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
と
の「
近
さ
」と

「
遠
さ
」を
同
時
に
味
わ
う
た
め
に
鳥
取
の
地

に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　

彼
ら
の
存
在
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
や
文
化

と
の「
距
離
」が
意
味
と
言
葉
を
与
え
る
時

代
、そ
れ
を
可
能
と
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
の

発
達
、そ
し
て
そ
の
最
先
端
に
鳥
取
が
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

日
々
の
な
か
で
出
会
う
方
々
の
経
験
と
想

い
に
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の「
あ
た
り
ま
え
」

を
書
き
換
え
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
地
域
や

社
会
の
あ
り
よ
う
を
考
え
続
け
た
い
。
そ
の

繰
り
返
し
の
な
か
で
、
自
分
な
り
の「
地
域

学
」を
、
時
代
の
最
先
端
で
あ
る
鳥
取
の
地

で
紡
ぎ
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
4
月
に
地
域
学
部
地
域
学
科

に
着
任
し
ま
し
た
。
専
門
は
文
化
経
済
学

を
ベー
ス
に
し
た
創
造
都
市
論
で
す
。

　

シ
ア
タ
ー
應
典
院（
大
阪
市
）で
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
演
劇

祭
な
ど
の
企
画
運
営
を
行
う
中
で
、
文
化
芸

術
が
社
会
に
果
た
す
役
割
を
言
語
化
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
創
造
都
市
論
と

出
合
っ
て
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
〝
創
造
都
市
〞と
は「
市
民
一
人
ひ
と
り
が

創
造
的
に
働
き
、暮
ら
し
、活
動
す
る
都
市
」

の
こ
と
で
、こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て〝
創

造
農
村
〞を
め
ざ
す
小
規
模
な
自
治
体
も
着

実
に
増
え
て
い
ま
す
。
経
済
的
価
値
の
み
を

基
準
に
す
れ
ば「
何
も
な
い
」「
何
も
で
き
な

い
」と
考
え
ら
れ
が
ち
な
地
域
や
人
（々
限

界
集
落
や
障
害
者
な
ど
）で
あ
っ
て
も
、
文

化
的
価
値
や
社
会
的
価
値
を
実
現
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
す
し
、
そ
れ
ら
を
顕
在
化
さ

せ
る
た
め
に
も
文
化
芸
術
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
近
年
、

日
本
の
障
害
者
施
設
で
ア
ー
ト
活
動
を
取

り
入
れ
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
障
害

者
が
絵
画
な
ど
の
表
現
活
動
を
行
い
、
周
囲

の
人
々
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

己
肯
定
感
が
高
ま
る
こ
と
は
、
社
会
的
包
摂

の
重
要
な
要
素
な
の
で
す
。

　

研
究
と
並
行
し
て
10
年
余
、N
P
O
の
活

動
を
通
じ
て
創
造
都
市
・
創
造
農
村
を
め
ざ

す
自
治
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
創
造
都

市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
※
の
設
立
に
も
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
に
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域学部地域学科国際地域文化コース

川井田  祥 子 教授

か わ い だ  さ ち こ

新任教員紹介　地域学部
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

そ
の
経
験
と
想
い
に
学
ぶ

文
化
芸
術
の
役
割
を
理
論
と
実
践
の
両
面
で
伝
え
た
い

シアター應典院 ディレクター
NPO法人都市文化創造機構 事務局長
大阪市立大学都市研究プラザ 特任講師
大阪市立大学大学院創造都市研究科修了 
博士（創造都市）
鳥取大学地域学部地域学科 教授

2000年
2004年
2009年
2012年

2017年

銭湯めぐり趣味
文化経済学／創造都市論専門

略歴

地域学部地域学科地域創造コース

村田  周 祐 准教授

む ら た  し ゅ う す け

筑波大学大学院人間総合科学研究科修了 
博士（学術）
東北福祉大学総合福祉学部 助教
東北福祉大学健康科学部 講師
鳥取大学地域学部 准教授

2012年

2012年
2015年
2017年

妻と3人の娘たちに遊んでもらうこと／落語
／放浪

趣味
村落社会学／生活論専門

略歴

学びを支える
S u p p o r t  f o r  L e a r n i n g

「
開
放
養
成
」の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

高
度
な
専
門
性
と
人
間
発
達
の
理
解
を
深
め
る

教
員
養
成
を
支
援
し
て
い
ま
す

教
職
に
つ
い
て
、い
つ
で
も
相
談

　　

本
学
で
の
教
員
養
成
は
、
旧
教
育
学
部
を

中
心
と
し
た
体
制
か
ら
移
行
し
、
全
学（
学

部
横
断
）的
な「
開
放
養
成
」の
形
態
に
変

え
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
学
の
教

員
養
成
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
流
れ

の
中
で
、
教
職
を
目
指
す
学
生
へ
の
教
育
支

援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
平
成
25
年
に
設

置
し
た
の
が「
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
教
務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
、教
育
実
習

の
企
画
・
立
案
、
学
生
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

推
進
、
学
校
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ

ロ
ジェ
ク
ト
研
究
、さ
ら
に
は
現
職
教
員
の
教

員
免
許
状
更
新
講
習
・
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
職
を
目
指
す
学
生
は
、
本
学
で
は
地
域

学
部
を
は
じ
め
工
学
・
農
学
部
に
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
が
、
教
職
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
や
不
安
を
も
つ
学
生
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
に
は「
教
職
相
談

室
」を
設
け
て
お
り
、
進
路
や
教
員
採
用
試

験
に
つ
い
て
な
ど
幅
広
く
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
件
数
は
セ
ン
タ
ー
開
設
の

初
年
度
が
年
間
50
件
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、
昨

年
は
6
0
0
件
ほ
ど
と
、
か
な
り
増
え
て
い

ま
す
。
学
生
に
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
認
知
度

が
広
ま
り
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
実
は
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
の
証
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
職
教
員
と
学
び
合
う
機
会
づ
く
り

　　
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
の
中
で
、
学
生
に

最
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
に

『「
学
び
・
遊
び
・
つ
な
ぐ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
学
に
あ
る
附
属
学
校

園
と
連
携
し
、
学
生
が
現
職
教
員
と
一
緒
に

学
び
合
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
学
校
現
場
で
の
児
童
・
生
徒
指

導
や
学
級
運
営
の
進
め
方
な
ど
を
若
手
教
員

と
フ
リ
ー
に
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る〝「
学
び
」

の
座
談
会
〞や
、
小
・
中
・
高
校
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
教
員（
県
の
認
定
教
員
）か
ら
授
業
づ
く

り
や
ク
ラ
ス
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ〝「
学

び
」の
教
室
〞な
ど
、
5
つ
の
教
室
を
設
け
て

い
る
の
で
す
が
、
学
生
の
申
込
数
が
定
員
を

オ
ー
バ
ー
す
る
く
ら
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
４
年
間
で
、
学
生
の
課
題
と
そ
の
解

決
に
向
け
た
意
識
も
次
第
に
高
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
学
生
の
成
長

過
程
を
フ
ォ
ロ
ー
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
に
自
覚

を
も
っ
て
教
壇
に
立
つ
ま
で
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
寄

り
添
い
、
人
を
育
て
る
、
共
に
育
つ「
人
間
発

達
」が
、
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
く
魅
力
的
な

こ
と
か
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

読書／音楽／ゴルフ趣味

数学教育学／
問題解決及び目標・評価論

専門

教育支援・国際交流推進機構
教員養成センター長

矢部  敏 昭 教授

や べ  と し あ き

鳥取大学教育学部 教授
同大地域学部 教授
同大附属中学校長
同大地域学部長
同大副学長

1998年
2004年
2005年
2009年
2011年

略歴

教育支援・国際交流推進機構 教員養成センター

人間発達 学習能力
形成

高度な
専門性 多様性一貫性のある

人間教育

高い実践指導力を有する教員を養成

養成

教員養成センター
教職を目指す学生への
教育支援をより充実

学　部

県・市町村
協力 連携

連　　携

附属学校部

※
2
0
1
3
年
1
月
設
立
。
2
0
1
7
年

5
月
時
点
で
92
自
治
体
、35
団
体
が
加
盟
。

鳥
取
県
も
加
盟
し
て
い
る
。
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　鳥取大学では、「地（知）の拠点大学による地方創生推進事
業（COC+事業）」に取り組んでおり、この取組のひとつに「事業
協働地域（鳥取県内）が要請する人材を育成するための教育」
の構築があります。この取組を実現させるため、この度、県内の
4大学（鳥取大学、公立鳥取環境大学、鳥取看護大学、鳥取短
期大学）間の交流と協力を振興し、教育課程の充実を図ること
を目的として単位互換に関する包括協定を締結しました。大学
間の教育資源を提供、補完しあうことによって、学生にとって教
育効果の高い、幅広い教養を身に着けることが可能となり、学
生の地元定着を継続的に動機付け、県内の企業が求める人材
の育成をするための教育を目指しています。

「鳥取県４大学間の単位互換に
関する包括協定書」を締結

2017.6.5

　鳥取大学附属特別支援学校が、第47回「学校図書館賞（実
践の部）」（日本図書館振興会及び公益社団法人全国学校図書
館協議会主催）を受賞しました。本賞は、学校図書館の経営・
運営、読書指導等において、卓越した実践を展開し、学校図書
館または子どもの読書の発展に貢献した個人および団体に贈ら
れる賞で、受賞テーマは「一人一人のニーズに応じる『知の拠点』
としての学校図書館をめざして～知的障害特別支援学校の挑
戦」。併せて「村松金治賞」も受賞しました。特別支援学校では、
司書室や視聴覚ライブラリーなどの整備のほか、司書教諭を中
心に障害特性や発達段階に応じた分かりやすい利用環境整備
や、読書の実態把握と個のニーズに応じた図書館サービスの提
供などを行っています。

　第62回鳥取大学動物慰霊祭が動物慰霊碑前（動物医療セン
ター前）で執り行われました。学長、理事・副学長をはじめとす
る教職員、鳥取県の農林関係機関および小動物開業獣医師、
獣医学科学生、飼主の方などが参加しました。動物医療センター
での手厚い看護の甲斐なくこの世を去った動物たち、あるいは
獣医学の教育および研究のために命を捧げた動物たちに感謝と
哀悼の意を表し、学生代表の農学部獣医学科6年石川拓郎さん
が「獣医師を志す私たちが彼らの命に報いるには、これから獣
医師として何をするかに懸かっていると思います。私たちは一層
勉学に励み、将来獣医師としてその責務を果たすことを誓いま
す。」と慰霊の辞を述べました。

　鳥取大学附属幼稚園は、今年創立50周年を迎え、記念式典
及び祝賀会を挙行しました。
　幼稚園遊戯室で行われた式典には、豐島良太学長、鳥取県
教育委員会山本仁志教育長をはじめ、大学関係者、歴代懇話
会役員、旧職員、園児など約80人が出席しました。
　附属幼稚園は、昭和42年6月19日に鳥取大学教育学部附属
幼稚園として開園しました。当時は鳥取大学教育学部附属小学
校（鳥取市尚徳町）内の一教室を保育室として借り、昭和45年
3月、現在地である鳥取市湖山町に園舎を新築・移転しました。
その後は増改築を繰り返しながら現在に至っています。記念式
典に参列した年長児と年中児が「お祝いのことばとうた」を元気
な声で披露し、幼稚園の50歳のお誕生日をお祝いしました。

　鳥取県警察と鳥取大学はこれまで、犯罪被害予防のための講
演会や講義の開講のほか、本学の学術専門領域を活かしたサ
イバーセキュリティ対策等の諸活動において協力してきました。
このたび、相互の連携・協力活動をさらに推進し、県民の福祉
向上に寄与することを目的とした包括協定を締結しました。締結
後の挨拶で、井上鳥取県警察本部長は「安全・安心な社会を
実現していくためには、県警察と知の拠点である鳥取大学とが
組織的な連携を強化し、様々な課題に協力し合える環境を構築
することが今後における有効な方策の一つである」と述べられま
した。今後は、県警察での学生のインターンシップや県警察か
らの受託研究、国際テロなどの危機管理のための講演等を行う
予定です。

附属特別支援学校が
第47回「学校図書館賞」を受賞

2017.6.2

第62回鳥取大学動物慰霊祭

2017.6.16

附属幼稚園
創立50周年記念式典・祝賀会を挙行

2017.6.17

　2017乾燥地研究センター 一般公開及び小学生向け実験イ
ベント「きみもなろう！砂漠博士」を開催しました。一般公開では、
実験室見学ツアーや砂丘ナイトツアー、また、留学生による外国
料理の提供コーナー、砂絵作りコーナー、アリドドームライトアッ
プなどが行われました。「DNAと遺伝子について学ぶ」と題して
行われた小学生向け実験イベントでは、実際にブロッコリーから
DNAを取り出す実験を行い、また、DNAや乾燥に強い植物の
遺伝子などについて学びました。今年度は本館改修工事のため、
例年より規模を縮小しましたが、研究内容を紹介したり、異国の
文化に触れたり等、どの企画も好評で子供から大人まで楽しん
でいただけました。

2017乾燥地研究センター 一般公開を開催

2017.7.22

　Shonan BMW スタジアム平塚（神奈川県平塚市）で開催さ
れた、2017日本学生陸上競技個人選手権大会 男子400mに
おいて、本学の陸上競技部に所属する池田弘佑君（医学部医
学科4年生）が、見事、6位入賞を果たしました。男子400mには、
参加標準記録47秒60を突破している日本と台湾の学生59名が
エントリーし、池田君は予選、準決勝と勝ち上がり、決勝で48秒
06の記録（自己ベストは予選で記録した47秒46）により入賞
しました。
　続いて、西日本インカレ（H29.6.30～7.2）に出場し8位入賞。
9月に開催される全日本インカレへの出場要件である参加標準
記録47秒20の突破を目指し、8月に行われる記録会に出場します。

日本学生陸上競技個人選手権大会
６位入賞

2017.6.10

鳥取県警察との連携・協力に関する
協定書締結

2017.7.20
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とりりん公式ツイッター
はじめました！

【
秋
の

開
催
！
】

】
章
受
勲
叙
【

10/

@tottori_univ

SAT

SAT

7
10/28

風紋祭
開催
期間中

錦祭
開催
期間中

鳥取キャンパス

米子キャンパス

両日ともに10:00～12:30

瑞宝中綬章

飯野 晃啓 名誉教授（教育研究功労）
徳高 平藏 名誉教授（教育研究功労）
吉谷 昭彦 名誉教授（教育研究功労）

瑞宝双光章

平田 吉春 元 医学部附属病院診療放射線技師長
（保健衛生功労）

瑞宝単光章

大草 智子 元 医学部附属病院看護部長
（看護業務功労）

鳥取大学の　    をつぶやきます！今

9人 4.8%

在
現

i r c l e  A c t i v i t i e s

く
ぼ

が
そ
ば
に
る
い

よ

（参考：国公立大学卒業者の４月１日現在の就職状況　平成２９年３月卒…９７．３％（文部科学省・厚生労働省調査））

※学部名下の（）内の数字は卒業者数

（平成２９年５月１日現在）

（総務省 日本標準産業分類による）

C

加藤　望
医学部
保健学科3年

秋枝　叶
医学部
保健学科4年

代表 副代表

介

J o b
h u n t i n g

I n f o r m a t i o n

平成２８年度 学部卒業生の就職状況・進学状況

平成２８年度 卒業生の産業別就職状況 報
情
職
就地域学部

医学部
工学部
農学部
全学部

卒業生
１８８名
２７４名
４８２名
２３０名
１,１７４名

就職率（対就職希望者）
９８.７％
１００.０％
９８.０％
９８.１％
９８.５％

進学率（対卒業者）
１０.１％
１３.５％
４２.９％
２６.１％
２７.５％

地域学部地域学部
（188名）

32人
17.0%

19人
10.1%

19人
10.1%

36人
19.2%

14人
7.4%

11人 5.9%
10人 5.3%9人 4.8%

29人
15.4%

医学部医学部
100人
36.5%110人

40.1%

15人
5.5%

37人
13.5%

12人
4.4%

49人
10.2%
40人
8.3%
28人
5.8%

207人
42.9%

21人
4.4% 8人 3.5%

45人
9.3%

7人 3.0%

24人
5.0%

工学部工学部

68人
14.1%

【その他の産業】建設業、電気・ガス・
熱供給・水道業、情報通信業、学術研
究・技術サービス業、宿泊業・飲食サー
ビス業、生活関連サービス業、複合サー
ビス業、サービス業、国家公務

【その他の産業】情報通信業、運輸業・
郵便業、教育（学校教育）・学習支援業、
サービス業、地方公務

【その他の産業】運輸業・郵便業、卸
売・小売業、金融・保険業、宿泊業・
飲食サービス業、生活関連サービス
業、教育（学校教育）・学習支援業、
医療・福祉、サービス業、国家公務

【その他の産業】建設業、情報通信業、
運輸業・郵便業、不動産業、宿泊業・飲
食サービス業、生活関連サービス業、教
育（学校教育）・学習支援業、医療・福祉、
複合サービス業、サービス業、国家公務

農学部農学部

37人
16.1%

26人
11.3%

19人
8.3%

17人
7.4%

38人
16.5%

60人
26.1%

18人
7.8%

（274名） （482名） （230名）

地方公務

情報通信業

教育

建設業

医療・福祉 卸売・小売業

農業・林業・漁業

製造業 運輸業・郵送業

進学者

臨床研修医金融・保険業

1718



〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL.0857-31-5006　FAX.0857-31-5018
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表紙題字：住川英明（地域学部）
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鳥取鳥取鳥取取大学大学大学広報広報広報広報誌誌誌 検索検索

www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験
■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

一郎（工学研究科）
西尾瀧雄（総務課）

西村正広（医学部）
山岸大輔（産学・地域連携推進機構）

筒井宏樹（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

山下博樹（委員長・地域学部）
遠藤常嘉（農学部）

日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00
会　場 鳥取県立図書館 2階 大研修室（鳥取市尚徳町101）

鳥取大学研究推進部社会貢献推進課

TEL 0857-31-6777

地域学部
准教授　竹内 潔

地域学部
准教授　岡村 知子

地域学部附属

講師　木野 彩子

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

申込不要
受講料無料

プレゼントが当たる!

鳥大オリジナルタオル

長さ81cm

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 9/29（金）

読者アンケートにご協力いただいた方へ

講  師

土
20178

26

土
20179

9

共生の里づくり支援事業

20名様

鳥大のロゴが入った厚手のフェイスタオルです！鳥大のロゴが入った厚手のフェイスタオルです！

土
20179

23

政策


